


※菊養土（定植用）は25リットルから20リットル入りに変更となります。 価格表をご参照ください。 １月下旬になる見込みです。

こうすれば夏の暑さ、長雨など天候不順の影響を受けにくい土つくりができる！！

腐葉土は完熟が重要・根ぐされ予防と根の活力向上の決め手

生育の良い腐葉土つくりは、通気性が重要（好気性微生物による好気発酵）

暑さ対策の基本は培養土 …完熟腐葉土と微生物のパワーアップで乗り切る！！

培養土つくり … 材料の選び方で最適化する

配合割合により培養土の性格は大きく変わる。水ハケ・水持ちなども

通気性のあるドノウ袋等に入れ
熟成させる。（直射日光は避ける）

通気性のない
ポリ容器・ポリ袋は不可。

空気の流通を保つ

土の粒子が集まった団粒
この中に水や肥料が保持されます。

団粒と団粒のスキ間は
排水や通気性を
保ちます。

全面菌糸でおおわれている全面菌糸でおおわれている

改良進行中

拡大拡大

※菌糸が伸びているのがよくわかります。

腐葉土の発酵の状態（参考）
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土中では微生物の働きは極めて重要 … 通気性を高め根張り向上・肥料の効きめ向上

調整材（軽石・ゼオライト等）… 水ハケ調整、保肥力向上・微量要素の添加など

微生物の存在は肉眼で見ることはできません。

しかし、 腐葉土を作る時に発生する 「白い菌糸」 や赤

玉土を 「改良」 する時の白いカビ、 さらには、 カビ臭

い臭いなど微生物が働いた結果を示しています。

微生物の土中での働きは、 微細な粒子と粒子をくっつけ

て小さな土のかたまりをつくる団粒化作用があります。

さらに微生物の産出する分泌物が 「のり」 の働きをし、

簡単にはくずれない、 粒子の小さな集合体に生長させ

団粒構造を作ります。 この粒子と粒子の隙間は、 水ハ

ケや通気性を保ち、 粒子の中には水分や栄養分を保ち

“水ハケと水持ち” と相反する条件を両立させることが

できます。

よって腐葉土等の微塵は抜く必要はありません。

また、 微生物は与えた肥料を分解し、 根の吸える状態

に変える重要な作用をしています。

肥料は与えても根は直接吸うことはできません。 微生

物の働きにより、 アミノ酸に作り変えられ、 アンモニア→

硝酸に作り変えられ根から吸収されます。 その際アミノ

酸の一部は直接根から吸収されます。

肥料は微生物の、 この働きがなくては風化するだけで

根から吸収されることはできません。

なお微生物はこの分解の過程で栄養分を取得し、 増

殖し活動をしています。 有機肥料を与えることは栽培

上極めて重要です。

さらに微生物が増殖や死滅のサイクルの中で放出する

栄養分は根の活力向上、 力強い生長、 花の肥大、 花

弁の色ツヤなど、 多方面に最良の結果をもたらします。

主に水ハケを高める材料と土の化学性を改善する材料

などがあります。

水ハケを調整する材料には、多孔質 （細かな穴がタテ・

ヨコに無数にあいた材料） は軽石、パーライトなどがあり、

大きさはいろいろです。

化学的な性格を改善する材料に“ゼオライト”があります。

多孔質の粘土鉱物です。 園芸では “根ぐされ防止材”

として知られています。 不用意に発生した有毒ガスを

吸着し無害化します。

また、 保肥力を高め、 力のある土に改善するとともに、

肥料濃度障害の緩和などに役立ちます。 さらにミネラル

分の供給などもできます。 調整材は性質 ・ 効果などい

ろいろなものがあります。

目的に応じ使い分けるとよいと思います。

使用材料 配合割合 材料の特徴・性格

改 良 赤 玉 土
（ 赤 玉 土 ）

25～ 30％

腐 葉 土
（その他カヤなど

植物用土）

45 ～ 55％

軽 石
（パーライト）

５％～ 10％

モミガラクン炭 10～ 15％

ゼ オ ラ イ ト ５％～ 10％

※堆肥を使用する場合はその分腐葉土を減らす。

配合割合と材料の特徴

菊の資材は一般的な園芸資材とは別物の高品質な物が使われています。
当社資材は菊栽培に最適化し、安心して使え最良の結果が得られるおすすめの商品です。

赤玉土は赤土が団粒化したもので火山灰土です。その為、有機物を含まないヤセた酸性
土です。リン酸の吸着固定が激しくリン酸の効かない土です。
この欠陥を改善し、肥沃化するとともにリン酸を充分に補給することで健全生育をする
土にすることができます。

発酵熟成したもので葉の原型をとどめながらも、手で握ると形が崩れる程度の物が使い
やすい（空気の流通を保ちながら発酵することが重要）
通気性・排水性・保水力・保肥力に富み微生物の働きも活発になります。植物用土の代
表格です。広葉樹が最適です。
生長に必要な多種多様な栄養分が含まれています。

多孔質の砂れきで多孔質の為、通気性・排水性を高めることができます。（空気の層が
できる）保水力もあります。
栄養分としてはミネラル分が含まれます。

モミガラを蒸し焼きにしたもので、多孔質になっています。
軽く、通気性が良く、保水力があります。
リン酸・カリ・カルシウム等の補給ができ、アルカリ性の為、培養土の酸性移行の予防
にも効果的です。

一般的には、「根ぐされ防止」として知られている、多孔質、白色の軟質粘土です。
保肥力が高く、リン酸の働きを高める。
ミネラルの補給、有害ガスの吸着無毒化、病原菌の抑制など重要な働きをします
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